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場 所 対 象
定 員料 金

申 込

　新年度の認可保育施設ま
たは公立幼稚園への新規入
所・入園申込みの際は直接
窓口にお越しいただくこと
なく、ご自宅などからオン
ラインにて申請手続きを行うことができます。

　児童・生徒の不登校、特別支援教育等の課題
解決に向けて、各種相談員等を配置し、学校及
び保護者、関係機関等と連携した教育相談体制
を整備しております。

　経済的理由によって就学困難と認められる児童生徒の保護者及び特別支援学級に在級す
る児童生徒の保護者に対し、学用品費や給食費等の支援をすることで、保護者の就学に対す
る経済的負担を軽減いたします。

　各幼稚園、小学校、中学校に通う特別な支援を
要する園児及び児童生徒が、安全に学校生活を
送れるよう、特別支援教育支援員を配置してお
ります。

　南風原町では第3子以降の保育料を
無償化としています。

　認可保育施設または幼稚園を利用す
る場合、第3子以降は園での副食費（お
かず・おやつ）を無償化としています。
※世帯収入及び第1・2子の年齢によって副
食費が発生する場合もあります。

※世帯収入及び第1・2子の年齢によって保
育料が発生する場合もあります。

　保護者のパート就労や疾病・出産、
介護等により一時的に家庭保育が困
難な場合に児童を保育します。町内に
4施設あります。

妊娠・出産
・

赤ちゃん期
の支援

保育・幼児
期の育ちを

支える支援

学校生活を

応援する支
援

■地域子育て支援センター
　保育所等の地域の身近な場所で、乳幼児のいる子育て中
の親子が気軽に集い、相互交流や育児相談ができる場を提
供しています。町内に4施設あります。

■子育て支援
　サポーター養成講座

（1）令和7年 12月16日(火)
（2）令和7年 12月25日(木)
（3）令和8年   1月15日(木)
ちむぐくる館・中央公民館
無料（但しテキスト購入代￥2,500と調理実習材料費￥500） 20人 

子育て中の方、子育て支援に興味のある方。

町社会福祉協議会窓口及びお電話にてお申込みください。
令和7年11月21日(金)申込み締め切り

（4）令和8年 1月20日(火）
（5）令和8年 1月30日（金）

　子育ての支援を必要としている方（おね
がい会員）と子育てのお手伝いができる方
（サポート会員）による相互援助活動を行う
ファミリーサポートセンターの会員養成・
確保を目的に講座を開催します。

■ファミリーサポートセンター

　子育てのお手伝いを必要としている方とお手伝いがで
きる方が会員となり、子育てをサポートします。サポート
内容はこどもの習い事等の送迎や短時間の預かり等があ
ります。

■小学校区域それぞれに児童館を設置

　利用は無料で、運動遊びのほか季節行事や工作など楽し
い活動が充実しております。各館に児童厚生員を配置し、こ
どもが安全に過ごすことのできる場を提供しています。

■こども元気支援員
　および家庭児童相談員の配置
　出産や子育てに関する不安や悩みに対し、相談員を配置して支援を
行っています。

■子育て支援チラシ

詳しくは
こちらから

詳しくはこちらから

　子育て支援をコンパク
トに紹介するチラシも作
成しています。

　子ども達が安心して必要な医療を受けられるよ
う、高校生世代までの医療費を助成します。

■MR予防接種（行政措置）

①第1期(1歳～2歳)を逃した方
　2歳以上～ＭＲ第2期の対象年齢前まで
②第2期(5歳～6歳「小学校就学前の1年間」)を逃した方
　小学1年生～小学6年生まで
※希望される場合は、担当課までお問い合わせください。

　南風原町では、MR定期接種を逃したお子さんも、無
料でMR予防接種を受けることができます。

　幅広い福祉に関する相
談窓口や制度をまとめた
しおりを作成しています。

　乳幼児の身体測定など育児につ
いて保健師が相談に応じています。

　生後5～6か月から離乳食が始ま
ります。赤ちゃんの成長発達や離乳
食のすすめ方について保健師、管理
栄養士と一緒に学ぶことができま
す。●新生児訪問　

●2か月児訪問
●こんにちは赤ちゃん訪問

●1回目：妊娠届出時（5万円）
●2回目：出産予定日8週間前以降
           （胎児の数×5万円）

（１）定期保健相談

　離乳食等について、管
理栄養士が予約制にて相
談に応じています。

（２）定期栄養相談（予約制）

●教育委員会→特別支援教育相談員（1名）
●ちむぐくる館→青少年教育相談員（1名）
●各小中学校→心の教室相談員（各校1名）
●各中学校→学習支援員（各校2名）

子育てに役立つ資料コーナー

子育て相談・支援ガイド

元気に育つための健康情報

妊娠・出産・赤ちゃん期の支援 保育・幼児期の育ちを支える  支援 学校生活を応援する支援

特集特集

国保年金課（健康づくり班：
ちむぐくる館） ☎889-7381

問 こども課 ☎889-7028  問 学校教育課 ☎889-6181問

こども課 ☎889-7028問

■こども医療費助成 こども課 ☎889-7028問

こども課 ☎889-7028問

町社会福祉協議会 ☎889-3327問

町社会福祉協議会
ファミリーサポートセンター ☎889-3327

問

こども課 ☎889-7028問

こども課 ☎889-7028問

国保年金課（健康づくり班：ちむぐくる館） ☎889-7381問

■福祉のしおり
こども課 ☎889-7028問

　妊娠期から安心して生活・育児が
できるよう支援給付を
行っています。また、妊婦
さんの支援を総合的に行
うため保健師や管理栄養
士との面談を実施してい
ます。

　産後1年未満のお母さんの心身の
ケアや赤ちゃんの発育や発達、授乳
等の育児に関する相談などのケア
を受けることができま
す。訪問や通所、短期入所
などを組み合わせて最大
5回利用することができ
ます。 

　家庭訪問にて、お母さんの産後の
体調や育児に関する相
談、子育ての情報提供を
行っています。

詳しくは
こちらから

詳しくは
こちらから

詳しくは
こちらから

詳しくは
こちらから

詳しくは
こちらから

詳しくは
こちらから

詳しくは
こちらから

詳しくは
こちらから

　身体の発育が未熟なまま出生し
入院を必要とする乳児に対して、治
療に要する医療費を
公費負担しています。
※指定医療機関からの
　意見書が必要です。 詳しくは

こちらから

詳しくは
こちらから

詳しくは
こちらから

妊婦のための支援給付金 産後ケア事業
　教育時間の終了後の平日14:00
～18:30および土曜日
に、保護者から預かりの
希望があった公立幼稚園
在園児に対し、預かり保
育を提供しています。

預かり保育（公立幼稚園）

病児保育事業

定期健康相談
第3子以降の保育料が無料

教育相談事業（不登校・特別支援教育など）

就学援助制度（学用品費・給食費などの支援）

特別支援教育支援員配置事業

副食費免除（無償化）の実施

一時保育事業（認可保育園）

保護者負担軽減のためのオンライン
申請の充実（保育園・幼稚園）

7か月児相談

未熟児養育医療

出産後の訪問

保育園 幼稚園

詳しくは
こちらから

詳しくは
こちらから

詳しくは
こちらから

詳しくは
こちらから

詳しくは
こちらから

　児童が病気の治療中又は回復期
にあり、集団保育および保護者に
よる保育が困難な場合に、適切な
処遇が確保される施設で
一時的に預かることで、
保護者の子育てと就労の
両立の支援を行います。

子育てを
サポート

様々な支援
で

※要申請

※対象者へ案内を通知しています。




